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＜パリ・ソルボンヌ大学 INSPE 交流（見学・実地体験）報告＞ 

 3 月に交流協定を締結したパリ・ソルボンヌ大学 INSPE（教職大学院）と、教育学部教員（大庭三枝准教授）と同

学部保育コース 4 年の学生 2 人が現地で交流しました（2024 年 4 月 22～24 日）。 

 
INSPEフリュジエール大学院長やお世話になった教職員の方々と（大学院長室外のバルコニーにて） 

 

INSPE正面入り口（教室棟）にて（この奥につながる大学院宿舎に期間中滞在） 

 22 日の朝到着、INSPE 内の宿舎に荷物を置き学生カフェテリアでの昼食もそこそこに、市内保育学校（3～5 歳）

での実地体験に向かいました。子どもたちの生き生きとした作品であふれる校内見学では、各クラス（概ね 25 人）

に担任と ATSEM（補助員）の大人が 2 人おり、給食・午睡などは ATSEM が担当するが担任とよく連携をしながら
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子どもの状態を把握することが大切で、午睡後は目覚め具合に応じて子どもの話を個別にじっくり聞くチャンスであ

り発語を促す、と校長先生が話してくださいました。その後、中庭で遊ぶ子どもたちと触れ合ううちにほとんどの子

を巻き込んだ大きなかけっこやおしくらまんじゅうのような遊びが始まりました。学生たちは非言語コミュニケーシ

ョンの重要性を痛感するとともに、異文化の子どもたちと遊ぶ貴重な体験をすることができました。 

   

    

 23 日は午前中、市内小学校にて 4 年生のフランス語の授業に、INSPE の先生方・学生たちとともに観察参加しま

した。教材としてハーマン・メルヴィルの「白鯨」が取り上げられ、個の読解から協同的な作品理解への発展を絵に

表現してまとめる過程（約 2 時間）を見学しました。難しい単語の意味を前後の文脈から読み取り、文章から得られ

る人物のイメージ等を話し合いながら絵にまとめた後質疑応答が交わされ、作品理解を文章だけでなく様々なやり方

（友達との意見交流、描画など）で「表現」する授業はとても活気に満ちていました。 

 INSPE に戻り、午後は現職初等教育教員（保育学校・小学校）対象の音楽授業に参加、まず準備体操は身体各部

だけでなく表情筋も含めて行いました。チャイコフスキーの「くるみ割り人形」を題材に、歴史的背景やバレエ舞

台・衣装の変遷、ストーリーを概括した後、全員が分担して登場人物になりきり音楽に合わせて動くと「オーケスト

ラの各楽器の音が重なるように、他者の表現と自分の表現の重なり合いを体感する」ことができました。ゲストティ

ーチングとして、フランスの童謡から応用変化した日本の手遊びを大庭がフランス語で解説指導したところ、笑顔が
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あふれ参加者に大好評でした。 

（午前）  （午後）  

 24 日午前は、INPSE に隣接する小学校 1 年の音楽の授業に、INSPE の学生たちとともに見学参加しました。「水」

がテーマのこの日、担任の先生から水の三態（気体・液体・固体）を題材とした絵本を読んでもらい、川や雲などの

写真を大型スクリーンで見て「水の旅（循環）」を理解した後、小学校と建物がつながる INSPE 音楽室に移動、

INSPE 教員による授業は体をほぐす準備体操から始まりました。4 種類の絵画（葛飾北斎の浮世絵もあり！）から水

のイメージを膨らませ、流す音楽はどの絵を連想させるか話し合いました。「先生は子どもから丁寧に水のイメージ

を聞き出し、受け止めていた。それぞれの絵や音楽の感じ方や意見に間違いはないと学び、安心して感性や見方を豊

かにすることができる。」と学生たちは学んでいます。ここでもゲストティーチングが行われ、大庭の指導に学生が

ピアノ伴奏をつけると、子どもたち・INSPE 学生たちは音楽にのせて手遊びを満喫し、帰る前に「楽しかった」と

わざわざ言いに来てくれる子もいました。「この授業は音楽だけど絵から感じたり体操をしたり、様々な角度から音

楽にアプローチすることでどの子も興味を持ち、楽しい時間となった。活動を多角的に捉える（刺激する）ことで子

どもたちの興味関心のきっかけを作ることができるのだ」と参加学生は感想を述べています。授業後の担任の先生・

INSPE 教員・学生の振り返りでは、「感じたことを子どもに問いかけ、彼らが自分で考え意見を伝える場を尊重する

と言語表現の発達にもつながる」という担任の解説を聴き、横断的に働きかけるという有意義な学びを得ました。 
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（この後、大勢の教職員の方々に見送られ、大庭と 2 人の学生は、4 月 25－26 日開催される OMEP Europe 

Conference に参加のためスウェーデンに移動しました。） 

 
大庭と共同研究発表を行ったザグレブ大学他の先生方（大会に参加したザグレブ大学・FCU学生とともに） 

 交流期間中打ち合わせにて、6 月 17 日（月）に実施されるパリ・ソルボンヌ大学主催国際シンポジウム「保育学

校における教育と教員養成を国内外の視点から考える」（対面とオンライン併用）に、大庭がキーノートスピーチを

行うことが決まりました。学生・教員ともに充実した交流が行われており、今後ますますの発展が期待されます。 

 


